
神奈川県西部に位置する開成町が建替えた「開成町庁舎」。ひとと自然が調和した“みらい”への空間として、町のコンセプトでもある「田舎モダン」を象徴する。環境に配慮したZEB庁舎として最高ランクに認証。

水まわりの特長
建物の特徴
神奈川県西部に位置する開成町。以前の庁舎は、耐震性不足、町民サービス低下などの問題があったため、「ひとと自然が調和した“みらい”への空間として『田舎モダン』を象徴する庁舎」を目指し、建替えに至った。北部地域（田園地区）、南部地域（市街地）の交流拠点となる地域連携の中核として、人と人とのつながりを深める庁舎を設計コンセプトとした。また、省エネルギーや再生可能エネルギーの活用により「BELS」の最高ランク５つ星の評価を受け「Nearly ZEB」認証を庁舎として日本初の取得。内装も、北部にある古民家の象徴である「木」にこだわり、高いデザイン性と日射遮蔽効果のある重ね木格子を採用するなど、「ウッドデザイン賞」を受賞している。

水まわりの特長
トイレも、配置・サイン・設備などのさまざまな要素を踏まえて計画を練り、車いす使用者やオストメイトやお子様連れなど、だれもが使いやすい快適な空間を実現した。町民の利用のしやすさを意識して全フロアに設置された「みんなのトイレ」には、オストメイト用汚物流し、おむつ替え用のベビーベッド、幼児の着替えに役立つフィッティングボードなどを整備。また、2F執務室奥には、職員のリフレッシュや災害時における庁舎の防災機能としてBCP対策を意識した水まわり設備を集約している。そのほかにも、コンパクト性、節水性、メンテナンス性に配慮された器具を選定することで町民・職員にも安全・安心で快適に利用できるトイレとなっている。

1Fトイレは、お子様連れに配慮したキッズスペースの奥に男女トイレとみんなのトイレを配置。2Fは職員のための水まわり設備が充実している

建築概要
名称 開成町庁舎
所在地 神奈川県足柄上郡開成町延沢773
施主 開成町
設計 株式会社松田平田設計 横浜事務所
施工 大成建設株式会社 横浜支店
竣工年月 2019年11月
敷地面積 7,699.27㎡
建築面積 2,150.16㎡
延床面積 3,893.19㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF553*系
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：UFS900WR
洗面器：LS722C／台付自動水栓：TENA41AH
コンパクト多機能トイレパック：UADAK11R2A1ADD2W
ベビーシート：YKA25系／ベビーチェア：YKA15系
フィッティングボード：YKA41系／幼児用手すり：YYB10

連続使用が可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式に、ボタンを押すと自己発電するエコリモコン搭載のウォシュレットPSを設置。エコリモコンは、電池交換不要な点が管理負荷の軽減に役立っている。洗面コーナーはコンパクトなハーフベッセル洗面器を採用。つえ利用者などに配慮して手すりを設置。ブースの扉は、空室時半開きとなる仕様で、空室状況がひと目でわかり、混雑緩和につながっているサインは立体デザインと色分けにより、各トイレの位置がひと目でわかる。さらにトイレの入口はすべて自動ドア。出入り時の衝突防止に加え、コロナ禍における非接触対応としても高評価を得ている。

高いデザイン性と日射遮蔽効果のある重ね木格子を利用するなど「木」に拘り、「ウッドデザイン賞2020」を受賞。多くの町民に利用される1Fフロア（町民プラザ）は、窓口全体が見渡せ、開かれた庁舎を体現している。

職員のリフレッシュのため、電気温水器が設置された給湯室と食後の歯みがきなどに使用される洗面室。さらに地域イベント後や災害時のBCP対策として、シャワールームも設置。職員満足にも配慮している。車いす使用者、オストメイト、お子様連れなどさまざまな利用者を想定して、コンパクト多機能トイレパックとベビーシート、フィッティングボードを完備。男女トイレ同様、1～3Fすべてのフロアに設置している掃除のしやすさから壁掛型の自動洗浄小便器を採用。さまざまな身体状況の方に配慮して、トイレ入口に近い小便器に手すりを設置している。

子どもを遊ばせながら子育て相談ができる場所を設置。奥には授乳室があり、安心して親子で楽しい時が過ごせる。さらに、町の公式マスコットの「あじさいちゃん」が親しみやすさを演出している。

開 成 町 庁 舎
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開 成 町 庁 舎

1F キッズコーナー・
授乳室

子どもを遊ばせながら子育て相談が
できる場所を設置。奥には授乳室があ
り、安心して親子で楽しい時が過ごせ
る。さらに、町の公式マスコットの「あじ
さいちゃん」が親しみやすさを演出し
ている。

男性トイレ 
小便器コーナー

掃除のしやすさから壁掛型の自動洗
浄小便器を採用。さまざまな身体状況
の方に配慮して、トイレ入口に近い小
便器に手すりを設置している。

1F みんなのトイレ 車いす使用者、オストメイト、お子様連
れなどさまざまな利用者を想定して、
コンパクト多機能トイレパックとベビー
シート、フィッティングボードを完備。男
女トイレ同様、1～3Fすべてのフロアに
設置している

2F 給湯・洗面・
シャワールーム

職員のリフレッシュのため、電気温水
器が設置された給湯室と食後の歯み
がきなどに使用される洗面室。さらに
地域イベント後や災害時のBCP対策
として、シャワールームも設置。職員満
足にも配慮している。

1F 町民プラザ 高いデザイン性と日射遮蔽効果のあ
る重ね木格子を利用するなど「木」に
拘り、「ウッドデザイン賞2020」を受賞。
多くの町民に利用される1Fフロア（町
民プラザ）は、窓口全体が見渡せ、開
かれた庁舎を体現している。

1F トイレ入口 サインは立体デザインと色分けにより、
各トイレの位置がひと目でわかる。さら
にトイレの入口はすべて自動ドア。出入
り時の衝突防止に加え、コロナ禍にお
ける非接触対応としても高評価を得
ている。

女性トイレ 
洗面・大便器コーナー

洗面コーナーはコンパクトなハーフベッ
セル洗面器を採用。つえ利用者など
に配慮して手すりを設置。ブースの扉
は、空室時半開きとなる仕様で、空室
状況がひと目でわかり、混雑緩和につ
ながっている

女性トイレ 
大便器ブース

連続使用が可能なパブリックコンパク
ト便器・フラッシュタンク式に、ボタンを
押すと自己発電するエコリモコン搭載
のウォシュレットPSを設置。エコリモコ
ンは、電池交換不要な点が管理負荷
の軽減に役立っている。

建築概要
名称 開成町庁舎
所在地 神奈川県足柄上郡開成町延沢773
施主 開成町
設計 株式会社松田平田設計 横浜事務所
施工 大成建設株式会社 横浜支店
竣工年月 2019年11月
敷地面積 7,699.27㎡
建築面積 2,150.16㎡
延床面積 3,893.19㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF553*系
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：UFS900WR
洗面器：LS722C／台付自動水栓：TENA41AH
コンパクト多機能トイレパック：UADAK11R2A1ADD2W
ベビーシート：YKA25系／ベビーチェア：YKA15系
フィッティングボード：YKA41系／幼児用手すり：YYB10

1F・2F図面
1Fトイレは、お子様連れに配慮したキッズスペースの奥に男女トイレとみんなのトイ
レを配置。2Fは職員のための水まわり設備が充実している

水まわりの特長
建物の特徴
神奈川県西部に位置する開成町。以前の庁舎は、耐震性不足、町民サービス低
下などの問題があったため、「ひとと自然が調和した“みらい”への空間として『田
舎モダン』を象徴する庁舎」を目指し、建替えに至った。北部地域（田園地区）、南
部地域（市街地）の交流拠点となる地域連携の中核として、人と人とのつながりを
深める庁舎を設計コンセプトとした。また、省エネルギーや再生可能エネルギーの
活用により「BELS」の最高ランク５つ星の評価を受け「Nearly ZEB」認証を庁舎
として日本初の取得。内装も、北部にある古民家の象徴である「木」にこだわり、高
いデザイン性と日射遮蔽効果のある重ね木格子を採用するなど、「ウッドデザイン
賞」を受賞している。

水まわりの特長
トイレも、配置・サイン・設備などのさまざまな要素を踏まえて計画を練り、車いす使
用者やオストメイトやお子様連れなど、だれもが使いやすい快適な空間を実現し
た。町民の利用のしやすさを意識して全フロアに設置された「みんなのトイレ」に
は、オストメイト用汚物流し、おむつ替え用のベビーベッド、幼児の着替えに役立つ
フィッティングボードなどを整備。また、2F執務室奥には、職員のリフレッシュや災害
時における庁舎の防災機能としてBCP対策を意識した水まわり設備を集約して
いる。そのほかにも、コンパクト性、節水性、メンテナンス性に配慮された器具を選
定することで町民・職員にも安全・安心で快適に利用できるトイレとなっている。

外観 神奈川県西部に位置する開成町が
建替えた「開成町庁舎」。ひとと自然
が調和した“みらい”への空間として、
町のコンセプトでもある「田舎モダン」
を象徴する。環境に配慮したZEB庁
舎として最高ランクに認証。
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